
ごみ減量対策の解説とグループワーク

第１０期まちづくり大学

市民部生活環境グループ

平成２６年１０月１１日（土）
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●本市のごみ事情について
生活環境Ｇ 小林

●グループディスカッション「家庭でできるごみ減量」
生活環境Ｇ 畑

●市民協働によるごみ減量への挑戦
大阪狭山市ごみ減量対策推進会議 伊勢田

●ごみ収集車による収集紹介
生活環境Ｇ 鎌刈・上岡

●ごみの分別について
生活環境Ｇ 中尾
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不燃・燃焼不適物（せともの、ガラス等）

粗大ごみ（家具、家電等）

資源ごみ（カン、ビン、ＰＥＴ、古紙等）

生活系ごみ

事業系ごみ

ご み

し 尿

特別管理一般廃棄物

一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物

廃

棄

物 1 .燃えがら 2 .汚泥 3 .廃油 4 .廃酸 5 .廃アルカリ 6 .廃プラスチッ
ク 7 .紙くず 8 .木くず 9 .繊維くず 1 0 .動植物性残渣 1 1 .動物系
固形不要物１２．ゴムくず 1３ .金属くず 1４ .ガラス陶磁器くず 1
５ .鉱さい 1６ .がれき類 1７ .動物のふん尿 1８ .動物の死体 1９ .
ばいじん ２０ .上記の産業廃棄物を処分するために処理したもの

特別管理産業廃棄物

可燃物（紙ごみ、生ごみ等）１．ごみの種類
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区 分 収集量 構成比

可燃

市直営 1,157 5.5%

業者委託 13,701 65.1%

持込み 1,147 5.4%

小計 16,005 76.0%

粗大

市直営 1,473 7.0%

持込み 273 1.3%

小計 1,746 8.3%

計 17,751 84.3%

資源

古紙等 2,581 12.3%

カン・ビン 542 2.6%

ペットボトル 98 0.5%

牛乳パック 9 0.0%

金属類 40 0.2%

その他プラ 30 0.1%

計 3,300 15.7%

合 計 21,051 100.0%

平成25年度収集量 単位：ｔ・％

5.5%

65.1%
5.4%

7.0%
1.3%

12.3% 2.6%

0.5%

0.0%

0.2%

0.1%

可燃ごみ（市直営） 可燃ごみ（業者委託）

可燃ごみ（持込み） 粗大ごみ（市直営）

粗大ごみ（持込み） 資源ごみ（古紙等）

資源ごみ（カン・ビン） 資源ごみ（ペットボトル）

資源ごみ（牛乳パック） 資源ごみ（金属類）

資源ごみ（他プラスチック）

２．ごみの内訳
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区分 Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４

可燃ごみ 15,603 15,780 15,805 13,628 14,295 14,776 14,849 14,872 15,345 15,691 

粗大ごみ 1,345 1,353 1,399 1,280 1,237 1,398 1,543 1,499 1,583 1,474 

資源ごみ 2,023 2,509 2,811 3,994 4,291 4,928 4,565 4,889 5,043 4,924 

計 18,971 19,641 20,014 18,901 19,824 21,102 20,957 21,260 21,972 22,090 

前年比 0.5% 3.5% 1.9% ▲5.6% 4.9% 6.5% ▲0.7% 1.4% 3.3% 0.5%

区分 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

可燃ごみ 16,122 15,918 16,335 17,153 16,894 16,440 16,351 16,336 16,461 16,130 16,005 

粗大ごみ 1,696 2,008 1,772 1,902 1,674 1,666 1,682 1,894 2,096 2,180 1,746 

資源ごみ 4,785 4,597 4,622 4,651 4,447 4,125 3,792 3,688 3,516 3,357 3,300 

計 22,602 22,523 22,728 23,707 23,015 22,231 21,825 21,918 22,073 21,667 21,051 

前年比 2.3% ▲0.4% 0.9% 4.3% ▲2.9% ▲3.4% ▲1.8% 0.4% 0.7% ▲1.8% ▲2.8%

３－１．ごみの排出量

(1)ごみの排出量の推移
単位：トン



３－２．ごみの排出量
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ごみの排出量の推移

可燃ごみ 粗大ごみ 資源ごみ

単位：トン
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３－３．南河内地域における１人１日あたりのごみ排出量
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H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５グラム

富田林市

河内長野市

大阪狭山市

河南町

太子町

千早赤阪村

団体名／年度 H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５

富 田 林 市 981 936 918 927 933 945

河 内 長 野 市 884 876 874 886 883 878

大 阪 狭 山 市 1,060 1,042 1,046 1,054 1,031 99８

河 南 町 906 934 965 926 934 956

太 子 町 760 741 740 749 720 725

千 早 赤 阪 村 958 969 950 1,006 969 973

地 域 全 体 941 917 920 929 925 923
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４－１．ごみ処理にかかる経費

30%

51%

8%

1%
1%

8% 1%

ごみ収集運搬業務委託料

南河内環境事業組合負担金

ごみ指定シール制度費用

リサイクル資源選別処理業務

委託料

有価物回収奨励金

生ごみ減量化等処理器購入補

助金

家電リサイクル費用

リサイクル用備品購入費

牛乳パック回収費用

市内一斉美化清掃費用

職員人件費

車両関係費用

事務関係費用

ごみ処理費用の内訳

項 目 平成25年度 構成比 主な内容

焼却ごみ処理費用 697,100,492 81.4%

ごみ収集運搬業務
委託料

260,248,176 30.4% 生ごみ収集運搬業務委託料

南河内環境事業組合
負担金

434,713,000 50.8% 組合負担金

ごみ指定シール制度
費用

2,139,316 0.2%
ごみシールの封入、郵送費
用

資源ごみ処理費用 81,329,201 9.5%

リサイクル資源選別
処理業務委託料

70,120,551 8.2%
カン、ビン、ペットボトル、
その他プラの選別処理

有価物回収奨励金 10,309,300 1.2%
古紙等の地域集団回収奨励
金

生ごみ減量化等処理
器購入補助金

177,000 0.0%
生ごみ処理器等の購入補助
金

家電リサイクル費用 518,270 0.1%
家電リサイクル業務委託料、
ストックヤード借上料

リサイクル用備品購
入費

0 0.0% リサイクルボックスの購入

牛乳パック回収費用 204,080 0.0%
牛乳パックの整理・運搬、
作業所費用

市内一斉美化清掃費用 5,522,050 0.6%
収集・分別・運搬業務委託
料、地区報償費

職員人件費 64,196,306 7.5% 収集員人件費

車両関係費用 6,503,814 0.8%
塵芥車借上料、燃料費、
修繕料、車検料等

事務関係費用 1,488,262 0.2% 清掃、ごみ減量関係事務費

ごみ処理費用 合計 856,140,125 100.0%
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４－2．ごみ減量による経費削減 

 

ごみ処理費用総額             856,140,125 円 （14,816 円/人） 

焼却ごみ処理費用            697,100,492 円 （12,064 円/人） 

南河内環境事業組合負担金  434,713,000 円 （ 7,523 円/人） 

 （内訳） 

○施設費〔均等割〕         14,705,450 円  （3.5％） 

     ○施設費〔人口割〕        140,804,649 円  （3２％） 

◎管理費〔処理量割〕      266,255,079 円  （61％） 

○共通事務費〔管理費割〕   12,947,499 円  （3％） 

     ○シール負担金〔枚数割〕    2,139,316 円  （0.5%） 

      ごみ排出量により増減    ごみ減量による経費削減！  

 

★市民１人１日当たりのごみ排出量（生ごみ・粗大ごみ） 841 グラム  

 

    

★ごみ減量   ▲１０％  ▲８４ｇ   ▲約 27,000,000 円／年               



５.大阪狭山市一般廃棄物処理基本計画～チャレンジ40～

平成40年度に

①ごみ排出量 ３９％削減

②リサイクル率 36％達成

16,205

8,205

2,220

1,120
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1,610
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3,410
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平成24年度 目 標

（t/年）

もえるごみ 粗大ごみ 資源ごみ 集団回収

実績←｜→将来目標

方 策 役 割 及 び 内 容

環境意識の向上

買う前に本当に必要なのかを考え、不要なものを
買わない。また、分別の際には識別マークをきち
んと確認し、適切な分別を行う。

身近にできることを自ら選択し関わっていくこと
で、４Ｒを実践していく。

資源等分別回収の促
進

古紙・古布類等については、自治会などの登録団
体が行っている集団回収へ出すようにする。

販売店等で引き取り可能なものは、極力引き取っ
てもらい、適正なルートでの処理・再生を行う。

リターナブルビンについては、販売店等に戻すよ
うにする。
トレイ、牛乳パック等の店頭回収を積極的に利用
する。

市が実施するごみの分別収集に協力し、分別区分
ごとの正しいごみの出し方を行う。

生ごみの排出抑制

計画的に食品を購入し、賞味期限内に使い切るよ
うにするとともに、料理は作る分量を工夫するな
どしてごみを極力少なくする。

水切りネットを使用するなどして、ごみ袋に入れ
る前にしっかり水切りをする。

過剰包装の自粛

シャンプーなどは詰め替え用を利用し、簡易包装
に協力する。

マイバッグを持参し、余計なレジ袋などの過剰包
装は断る。

使い捨て製品の
使用抑制

使い捨て製品の使用を抑制する。また、できるだ
け物を無駄に消費しない生活スタイルを心がける。

再生品、
不要品の再使用

日用品は、再生品を使用するように努める。

フリーマーケットやバザーを活用し、要らなく
なったものは必要とする人に譲る。
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ごみの分別について
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Ａ１．燃やすごみの量が減るから

Ｑ．分別はなぜ必要？

Ａ２．資源を再利用できるから

Ａ３．環境に負荷をかけないから

正解． 全部

・分別するのは大変、でも、皆さんの協力で一年間で約３,３００トンが資

源ごみとして収集されています。

・最終処分場の延命や資源の有効活用を行うことで、自然環境への負荷を軽減で
きます。

それでは、
本市の分別方法を見てみま
しょう。
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ごみの分別
・もえるごみ
１．生ごみ類

２．小さなプラスチック類

３．皮革類

４．小さいおもちゃ類

５．その他

６．ふとん、座ぶとん

★貼るのは粗大ごみシール！

13



・粗大ごみ
１．せともの類

２．ガラス類

３．家具類

４．大きなプラスチック類

５．その他

★缶スプレーは中身を使い切ってから出してください！

★小さいものはごみ袋に入れ、大きいものは１点につき

１枚のシールを貼って！

★刃物類は新聞紙などに包んで「危険物」と表示を！

ごみの分別

14



ごみの分別
・資源ごみ
１．カン・ビン

２．ペットボトル

３．発泡スチロール

食品トレイ

４．金属、家庭電化製品
５．牛乳パック

15



ごみの分別
リサイクルごみ

１．家電４品目

（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、冷凍庫、エアコン）

★別途、リサイクル料金が必要です。

２．古紙、段ボール、古着

★自治会や子供会などが集団回収しています。

３．パソコン

★メーカーが有料回収しています。

（平成１５年１０月以降に購入した製品は無料）
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もえるごみと粗大ごみの行先

第南河内環境事業組合第１清掃工場

富田林市甘南備 （富田林市大字甘南
備）

もえるごみ
14,858ｔ

粗大ごみ
1,747ｔ

大阪湾広域臨海環境整備センター（大阪湾フェニックス）
泉大津沖処分場

（焼却灰）

持ち込みごみ

1,420ｔ

自家用車等

直営収集車
委託業者

３ｔ車で
4,952台
1日16台

直営収集車
3ｔ車で
582台

1日約2台

http://www.google.co.jp/url?url=http://illpop.com/png_carhtm/struck_a04.htm&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=L8EjVOfXO9Xl8AW7yYC4DA&ved=0CCAQ9QEwBQ&usg=AFQjCNE_AQOa-8aQ5u4pzRl2buSGOwUPvw


資源ごみ資源化量
3,235.77トン

カン・ビン

478.69ｔ

発泡スチロール
トレイ

その他プラ
（モデル地区）

29.08ｔ

PETボトル

97.84ｔ

金属類

39.67ｔ

牛乳パック

9.35ｔ

古紙類

2,581.13ｔ

リサイクル施設にて選別と圧縮

資源ごみの行方

売却

金属業者

カン

ビン製造業者

無色・茶ガラス

売却

・ＰＥＴボトル

・プラスチック製容器包装

・発泡スチロールトレイ

・その他色ガラス

日本容器包装リサイクル協会

指定法人

処理委託

売却

くず鉄業者

牛乳パック協力会

（ボランティア）

整理作業

製紙業者

売却

自治会、子供会等

集団回収

古紙業者

売却

18



ＲＥＦＵＳＥ (断る）

時代は〝３Ｒ〟から〝４Ｒ〟へ
ＲＥＤＵＣＥ （減らす）

ＲＥＵＳＥ （再利用）

ＲＥＣＹＣＬＥ（再資源化）

ＲＥＤＵＣＥ （減らす）

ＲＥＵＳＥ （再利用）

ＲＥＣＹＣＬＥ（再資源化）

・２０００年代から、ごみ減量のため
の３Ｒという考えが広まってきました
が、リサイクルにはたくさんのお金が
必要です。
・これからは、リサイクルを最小限に
する取り組みが必要となります。
・そのために、レジ袋等を「断る（Ｒ
ＥＦＵＳＥ）」や「修理して使う（Ｒ
ＥＰＡＩＲ）」等の４つ目のＲが必要
となります。

ＲＥＰＡＩＲ(直す）

皆さんも
自分にあった４
つめの「Ｒ」
を見つけてくだ
さい！！ＲＥＮＴＡＬ(借りる）

19



ごみ減量の工夫

★不要なものを買わない
・買う前に本当に必要なのか考える

★分別を徹底する
・識別マークを確認して、キチンと分別する

★過剰包装を断る
・シャンプーなどは詰め替え用を利用し、簡

易包装に協力する。

★買い物袋を持参する
・マイバッグを持参して、レジ袋を断る

★生ごみは水切りをする
・ごみ袋に入れる前にしっかり水切りする

福井県のホームページより

20
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市民協働によるごみ減量への挑戦

「大阪狭山市ごみ減量対策推
進会議」について



ごみ減量対策推進会議について

平成21年6月

まち研環境関連分科会が、

大阪狭山市生活環境グループに

提言書｢ごみゼロ大阪狭山をめざして」

を提出

平成21年６月～平成22年9月

生活環境グループと環境関連分科会で
意見交換会を18回開催

平成22年7月
広報等で｢廃棄物減量等推進員｣を募集

平成22年8月
推進員委嘱式で、応募された

26名に対して、委嘱状を交付

平成22年8月21日
ごみ減量対策推進会議の設立総会を開催

22

大阪狭山市とまちづくり研究会との協働事業報告
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平成26年8月31日
ごみ減量対策推進会議第5回総会を開催
応募された１６名に対して廃棄物減量等推進員
の委嘱状を交付

｢廃棄物の減量化及び適正処理に関する条例」

平成7年3月27日制定

第9条 市長は、地域における廃棄物の減量の推進
その他清潔なまちづくりを行うため、廃棄物
減量等推進員を委嘱することが出来る
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大阪狭山市ごみ減量対策推進会議のイメージ図

市
（
行
政
）

ごみ減量対策推進会議

幹事会
推進会議の所轄事項
・ごみ減量 ・再資源化の推進 ・ごみの適正排出の指導・啓発
・その他市のごみ減量推進施策への協力活動

構成員・会長、副会長、部会長

資源ごみ
部会

焼却ごみ
部会

広報啓発
部会

（未組織）

企画調査
部会

（未組織）

学生研究
部会

（未組織）

廃棄物減量等推進員
活動内容：ごみ減量化資源化の推進活動 ・市民の美化意識の推進、啓発活動

適正なごみ処理の指導、啓発活動 ・その他市のごみ減量施策への協力活動

部会 特定事項の専門的な調査研究、啓発活動

市 民

報
告
・
意
見



ごみ減量対策推進会議の
H25年度の報告

１．ごみ減NEWSの作成

２．産業まつり・環境リサイクル

フェアへの参加

３．さやま池まつりへの参加

４．イベントごみ減量マニュアル

の作成

25
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ごみ減量対策推進会議の
H25年度報告

27

さやま池まつりで、コンポストの展示や生ごみのたい肥化の紹介等を行いました。
また、分別ごみ箱によるイベントごみの排出状況を検証しました。



ごみ減量対策推進会議の
H２６年度の事業計画

・毎月第3土曜日に焼却ごみ部会、資源ごみ部会を開催

・啓発活動の推進

さやま池まつり、環境リサイクルフェアへの出展

・ごみ減量啓発パネルの作成

・ごみ減NEWSの発行

28
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市長への報告書

「南河内ベスト1を目指して」

・「大阪狭山市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の策定に参画

平成40年度の目標値を設定
ごみ排出量39%削減、リサイクル率36%の達成

・減量の具体的な取り組み
生ごみの水切り、雑がみの分別、生ごみの堆肥化など

・市との協働の重点活動項目
１．ごみ処理やごみ減量に関する情報発信の継続
２．親しみやすいごみ減量活動の実践
３．国内先進都市の調査・研究
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グループディスカッション

「家庭でできるごみ減量」
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出展：京エコロジーセンターホームページ
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出展：京エコロジーセンターホームページ
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出展：京エコロジーセンターホームページ



34

ご静聴ありがとう
ございました


